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社内のごみが増える要因は､生産活動が活発になるためで､包み紙､梱包材料､ビニール類､ 

エアキャップなどが増え､全体の7～８割を占めています｡これはある意味仕方がないことです｡ 

私たちの生活はどうでしょうか｡ごみを減らす努力をしていますか｡右の｢ごみマガ！｣のチラシを目に 

したことはありませんか｡バスの車内などに置いてあります｡水戸は残念ながら全国県庁所在地の 

中で一番ごみを捨てているそうです｡全国平均と比べても１割以上多く､分別の徹底などが叫ばれて 

います｡社内のごみをもう一度見直してみませんか｡リサイクルできるものを無駄に捨てていませんか｡ 

そもそも､無駄なものを買っていませんか｡まだ使えるものを､簡単に捨てていませんか｡捨てようと 

思ったとき､リサイクルできないか再利用できないか考えてから捨てる習慣を身に付けましょう｡ 

美化活動お疲れ様でした 

   本年度二回目の美化活動は､９月13日(火)技術･試作グループを皮切りに､10月12日組立工場まで 

５回に渡り実施しました｡天候の影響で､急きょ実施したり､延期して実施したりと､ご苦労をおかけしました｡ 

那珂川堤防付近は雑草が生茂り､ごみが草に隠れて見えないなどハンデもありましたが､今回もたくさんの 

空缶､ペットボトル等回収できました｡傘の残がいや､ダンボール屑､レジ袋に入れたままの食品など､今回も 

モラルを疑うようなものもありました｡青柳駅の周辺では､タバコの吸い殻が多く､飲み残したままの飲料容器 

もったいないことをするものです｡今回も地域の方に声をかけていただきました｡一つ目標達成できました｡ 

順調に集まっています 

  エコキャップは､皆さんの協力により､今年も順調に回収できています｡９月初旬､高浪化学に 

5,000個供出しました｡今年に入ってから二度目､合計10,000個､累計では133.000個を達成しました｡ 

最近は､組立工場からの提供数が増加しています｡家庭からの提供品も伸びています｡冬場に入ると 

以前は､急激に低下していましたが､ここ数年は､安定して集まっています｡夏場にためたキャップを､年末 

大掃除などのタイミングで大量に持ってきていただいています｡大変ありがたい状況です｡ご家庭にある 

ペットボトル等よくご確認いただき､数個単位でかまいませんので､是非､ご協力をお願いします｡汚れている 

など問題があれば､そのようにお伝えいただければ対応いたします｡目標達成を目指し､頑張りましょう｡ 

紙リサイクルのお話    第7回 ｢リサイクル禁忌紙」 

ほとんどの紙はリサイクル可能と説明してきましたが、リサイクルできない紙はどんな紙でしょう。 

ダイレクトメールなどの窓に貼られているパラフィン紙はリサイクルできません。その他にも、紙コップ 

などの加工紙、感熱紙、カーボン紙、防水紙、ビニールコート紙等です。当社では、封筒関係は 

会社名等が記載されているためすべて焼却処分しています。機密文書もリサイクルできません。 

ビニールコート紙も、一部だけコーティングされているものはリサイクル可能で、このあたりの分別は、 

難しいところです｡判断できない場合は、担当者に相談するか､他の紙と分けて分別してください｡ 

最高責任者のコメント   ～ 環境の常識は変化する ～ 

電気使用量は､年々達成が難しくなっている｡今年も､異常と言うべき気候変動で､ここ数日､暖房と 

 冷房が入れ替わるなど､エアコン使用時間が増加している｡製品影響を考えて､２４時間稼働している  

 エアコンもある｡以前は､連続して使用した方がエアコンの効率上､電気使用料が安くなると言われて  

 きたが､昨今の調査では､定説とは言えなくなってきている｡時代により､経済状況､製品性能､世相などで 

 常識と思われてきたことが覆ることがある｡昨今の世界状況は､混沌としてきている｡特に電気料金は､ 

 円安で高い価格で推移すると思われる｡どんな些細な電気でも､節電意識をもって対応してほしい｡ 

２０２２年度環境目標達成状況                                                                                                                                                                                                                 

エコキャップ達成できました｡ 

電気使用量は､累計で何とか 

目標の範囲内に収まりました｡  

美化活動は､目標達成です｡   

 

 

上段の写真は､美化活動のとき那珂川のススキを撮影しました。那珂川の様子も少しずつ変ってきて、来年も見られるか心配です。（10月3日撮影） 


